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1 . 背景

1 . 1 研究目的

本研究で は ､ 日本語を外国語と して学ぶ ､ 中国人大学生 の動機づけが どの ようなもの か ､

また それ が彼らの 日本語学習 に どう影響を及ぼすかに つ い て考察す る こ とを目的とする ｡

日本語学習者 ､ 特に海外にお ける 日本語学習者の増加とともに ､ その 目的も多様化 しつ つ

ある ｡ 戦後､ 中国にお ける 日本語教育は1 972 年に 日中国交正常化以降盛 ん に行われる ように

な っ た ｡ 特に ､ 1 97 8 年に 中国の 対外開放政策の 実施及 び近年の 経済の 急成長によ る ､ 日本企

業の 中国進出に伴い ､ 中国で は 日本語を学ぶ若者が年々 増えて い る ｡ また ､ 近年の 漫画 ､ テ

レ ビ ドラ マ ､ ア ニ メ ､ フ ァ ッ シ ョ ン ､ ∫-P O P な ど日本 の 若者文化の 影響によ っ て ､ 中国の 若

者の 間で 日本の 若者文化の ブ ー ム が 日 に 日に高まり､ 日本語学習者の 数が倍増しその 学習動

機も実に様々 で ある ｡ こ の ような状況下で ､ 中国にお ける日本語学習者の ニ ー ズ と学習者像
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中国人大学生 の 日本語学習 の動機づ けに つ い て

を調査 し､ そ こ か ら今後の 日本語教育の 在り方を探る の は急務と言 っ て よ い ｡

1 . 2 先行研究

1
.
2 . 1 言語学習動機づけの伝統的研究

第二 言語ま た は外国語学習 の 成果 を左右する動機づ けの 重要さ に つ い て は多く の研 究に

ょ っ て報告されて い る ｡ 動機づけは外国語学習で よく見られ る学校で の 体系的な言語学習環

境 で は ､ 学習者の 言語教育の 場 ( sit u a ti o n) に対す る意識 に直接的な影響を及ぼす (G a r d n e r ,

197 9) ｡ また ､ 動機づ けと 目標 言語 に対する態度が第二 言語学習 に注 ぐ努力 の 大きさを決め

る (Elli s , 19 97) ｡ さらに ､ 動機づ けが学習する と い う活動
- の参与度を決め ､ 強 い 動機づ け

の学習者は積極的 に目標言語話者と交流 し､ そ して入力され た 目標 言語 の 知識 の 量を増加さ

せ る ( K r e s h a n 19 82; S c a r c ell a a n d O x f o r d 199 2) ｡ 動機づ けは学校 で の 学 習が終了 した後､

そ の言語能力を維持するの に も役に立 つ ( G a r d n e r , L al o n d e , M o o r c r oft a n d E v e r s 19 85) ｡

第二 言語 習得に お ける学習者の 動機
･ 態度の研 究は ､

G a r d n e r とL a m b e r t によ っ て始め ら

れ ､ 彼らを中心 に進め られて きた ｡ G a r d n e r a n d L a m b e rt (19 72) で は ､ 学習者の 動機を ､

学習者が 目標言語話者の 文化や言語 ､ そ の 言語共 同体社会に つ い て 知りた い ､ 最終的に自分

もそ の共同体の
一 員 になりた い とい う ｢ 統合的動機づ け (i n t e g r a ti v e m o ti v a ti o n)+ と ､ 外国

語 の 学習を通 じて ただ仕事に役立 てた い ､ 自分自身の社会的地位を高め た い な ど ､ ある目的

を達する
一

種の手段として使う｢ 道具的動機づ け(in st r u m e n t al m o ti v a ti o n)+ に 二 分して い る｡

G a r d n e r ら の 動機づ けに つ い て の 二分法は ､ その 後の 言語学習動機づ けの 研究に基礎的な

土台を築い た ｡ しか し､ 統合的動機づ けと道具的動機づ けとで は どち らが言語学習に影響を

及ぼ すか に つ い て は ､ こ れ まで はまだ
一

致した結論 に至 っ て い な い ｡ G a r d n e r ら の 早期の研

究 ( G a r d n e r a n d L a m b e rt 19 59 , G a r d n e r a n d L a m b e rt 1 972 , G a r d n e r 198 5 な ど) で は ､ 統合

的動機づ けが より優位なもの と して 強調 され て い るが ､ その 理論に基 づ い た他 の研 究､ 例え

ば､ 英語を学ぶ イ ン ド人高校生を対象とした L u k m a ni (1 972) で は ､ 道具的動機づ けが高い

とされ て い る ｡ また ､ 日本における成人英語学習者を扱 っ た C hih a r a a n d O ll e r (197 8) は ､ 統

合的 動機 づ けと 道具 的動機 づ け と で は は っ きり した 区別 が 見ら れ な か っ た ｡ さ ら に､

G a r d n e r ら自身もその 後の 研究にお い て も､ 道具 的動機づ けは 時と して 統合的動機づ けよ り

も重要で ある と指摘して い る ( G a r d n e r a n d M a cl n tt y r e 1 991) ｡

こ の ように ､ G a r n d e r ら の 動機づ けの 二 分法は ､ 異な っ た環境下 の 学習者の 動機づ けに つ

い て 説明で きなくな っ た ｡ 0 Ⅹfo r d a n d S h e a ri n (1 99 4) は G a rd n e r ら の 伝統的な分類法を踏

ま え､ ｢ エ リ
ー ト主義+ を重要な動機づ けの

一

つ と して加え ､ 難し い 言語を学習する こ と は
一

種の エ リ
ー

ト主義の 自己満足 と見られ る と指摘 した ｡ また ､ D o r n y ei (19 90 a , 19 90 b) で は ､

道具的動機づ けが外国語学習者に重要で あると して い る ｡ 最近 ､ 第二言語また外国語学習動

機づ けの研究が進み ､ 社会心理学の 立場に た っ た G a r n d e r らの 動機づ け理論に対して ､ 疑問

を指摘 され る ようにな っ た ｡ そ して ､ 社会心理学だけで は なく心理学の 他の分野 (例えば､

一

般心理学､ 教育心理学及 び認知心理学な ど) の 要素をも言語学習動機づ け理論に取り入 れ

る べ きだと の 主張が 出て い る ( C r o o k e s a n d S c h m idt 1 991; o x f o r d a n d S h e a ri n 1 99 4 ; D o r n y ei

19 94 ほか) ｡
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前述 の ように ､ カナ ダヤ アメ リ カの 社会背景 をもと に した G a r d n e r ら の伝統的な動機づ け

の 二分法で は ､ 学習者の 動機構成 の多様性が見えなくなる恐 れ がある ｡ また ､ こ の ア プロ ー

チ は ､ 目標言 語を外 国語 と して 学ぶ学習者の 場合 に は必 ずしもあて は ま らな い ｡ 最 近､

G a r n d e r ら の 理論を踏まえて の外国語学習動機づ けの研究は世界各地で行われて い る が ､ 異

な る学習者や学習環境を網羅する グロ ー バ ル な動機づ け理論の 枠組みを構築するの に は ､ 各

地域 で の ケ ー

ス ス タ ディ ー が必要 で ある ｡

1 . 2 . 2 外国語 と して 日本語学習 の動機づ け

日本語学習者の動機づ けを扱 っ た研究には ､ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド八大学生 を対象に した縫部

他 (1 995) とタイ人大学生を対象に した 成田 (1 998) 等が ある ｡ 縫部他 (1 99 5) は統合 的動

機づ けは訪日経験が ある方が ､ 道具的動機づ けは学習期間が長 い ほうが 高い とし ､ ｢ 周囲に言

われ て勉強を始め た+ な どの 第三 の 動機づ け｢ 誘発的動機+ を認めて い る ｡ また ､ 成田(19 98)

は 6 つ の動機づけを認め ､ 統合的動機づ けの 高い 学習者の 成績が い い こ とを報告して い る ｡
一

方､
シ ン ガポ

ー ル 八大学生を対象に した郭 ･ 大北 (20 01) で は ､ 統合的動機づ け､ 道具的

動機づけの ほか に､ 学習成果 に影響を及ぼす要因の 1 つ と して ｢ エ リ
ー ト主義+ を認めて い

る ｡

2 . 研究方法

2 . 1 調査対象

中国 ハ ル ビ ン理工大学外国語学部日本語科に在籍 中の 大学生 (250 人) を対象に､ 授業時間

に ア ン ケ
ー

ト調査を行 っ た ｡ 無回答や
一

部 しか 回答しなか っ た もの を除き ､ 2 00 八分 ( 男性5 5

人 ､ 女性14 5 人) 回答が得られた ｡ 匝l答者の 属性は表1 に示す｡

表 1 学習者の 出身地

出身池 回答者 (人) 出身池 回答者 ( 人)

黒竜江省 83 湖北省 3

遼寧省 15 江蘇省 3

山
.
東省 1 4 江西省 3

山西省 1 4 安徽省 2

北京市 1 0 海南省 2

湖南省 10 福建省 2

吉林省 10 雲南省 2

広東省 8 貴州省 1

四川省 5 内蒙古自治区 1

広西省 5 無回答 2

河北省 5 計
■

2 00
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2 . 2 ア ン ケ ー ト

ア ン ケ
ー トは ､ 動機づ けと学生 の 属性の 二 つ の 部から構成さ れ る ｡ 動機づ けの 項目 はま

ず､ 予備調査で30 人の 学生 に 日本語学習の 理 由を自由記入式してもら い ､ その 結果をもと に

しG a r d n e r (19 72) ､ 縫部他 (199 5) ､ 郭
･ 大北 (20 01) を参考に中国語で作成 した ｡ 動機づ

けに つ い て は 7 段階の 尺度法 ( 1 - 大反対 7 - 大賛成) で つ けてもら っ た ｡ 調査 は20 05 年

10 月 に第二 学期の 授業期間中に行 っ た (付録) ｡

学習者の 日本語能力評価は ､ 学習者の 到達 した能力を測るの に ､ 学期末試験がよりふ さ わ

しい と思わ れる ため ､ 学期末の 学力試験の 成績を使用 した ｡

2 . 3 デ
ー

タ分析

デ
ー

タ は ､ P C-S A S L e a r ni n g E diti o n 1 .0 (S t a ti sti c al A n aly si s S y s t e m ) を用 い て ｢ 因子分

析+ と ｢ ス テ ッ プワイズ 回帰分析+ を行っ た ｡ 因子は次の 三 つ の基準 (C a tt ell 1 966) で抽出

した ｡ 1 ) 固有値が ≧ 1 であ る こ と 2 ) 各因子が少なくとも全体変数の 2 .7 % を説明で きる

こ と 3 ) 因子負荷量が0 .3 5 以上で ある こ と ｡ 回帰分析は 5 % を有意水準と した ｡

3
. 結果

3 . 1 因子分析

38 項目の 動機に つ い て 因子分析を行 っ た ｡ そ して ､ 抽出した因子 を最大限分離する ため に

プロ マ ッ ク ス 回転を行っ た ｡ 抽出 した 因子 と因子負荷量 は下記の とお りで ある ｡

因子 1 日本留学志向因子

.755 92 家族に勧め られ たか ら

.67 068 友達が日本に い るか ら

.65 792 中国人 にと っ て簡単で ある

.58 625 日本人と日本文化に興味がある

.55 169 社会 の 潮流 に乗る

.5 445 0 日本料理 に興味がある

.4951 6 日本に留学した とき便利 だ

.472 95 日本が好きだ

.309 67 他の 人よりた くさん勉強して い る

因子 1 は ｢ 家族 に勧め られ た か ら+ ､ ｢ 友達が 日本に い るか ら+ ､ ｢ 日本に留学したとき便利

だ+ など､ 日本 ､ 日本文化及び 日本留学に興味を持つ ような内容か らなり､
こ れを ｢ 日本留

学志向因子+ に した ｡

因子 2 は ｢ 言語の 学習に興味が ある+ ､ ｢ 日本語は 日常生活の 中で役に立 つ+ ､ ｢ 日本語は き

れ い だ+ ､ ｢ 日本語の 勉強は最近 はや っ て い る+ な どの ように ､ 外国語や 日本語の 学習 に興味

を示すもの か ら､ こ れを ｢ 語学学習志向因子+ とした ｡

- 12 1 -
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因子 2 語学学習志向因子

.73 25 7 言語 の 学習 に興味がある

.65 116 卒業後も日本語 の勉強を続ける

.60 340 日本譜は日常生活の 中で役に立 つ

.57 59 7 日本文学に興味が る

.52 586 日本譜 はきれ い だ

.
46 838 外国語 の勉強 は ロ マ ンチ ッ クだ

.461 80 日本譜 の勉強 は最近 はや っ て い る

.446 43 日本譜 の勉強 は挑戦的だ

因子 3 は ､ ｢ 日 ･ 中開交流 の 仕事を した い+ ､ ｢ 外国人と接する機会が増える+ ､ ｢外資企業に

就職した い+ ､ ｢ 文化交流 に役立 つ+ な ど､ 仕事特に外国との 文化交流 の 仕事に関す るもの が

主な内容とな っ て い る ため ､
こ れ を ｢ 仕事因子+ と した ｡

因子 3 仕事因子

.76 752 日
･ 中開交流 の 仕事を した い

.66 965 外国人と接する機会が増える

.64 768 日本人 の民族心理的な特徴に興 味がある

.58 845 外資企業に就職 した い

.55 491 文化交流 に役立 つ

因子 4 は ､ ｢ 自分自身の 視野を広 め る+ ､ ｢ 自分自身の 競争力を高め る+ ､ ｢ 新 しい 知識を身

に つ ける+ ｢ 異な っ た文化背景の 人 と接する+ を ど自己尊重 に関するもの が主な内容と な っ て

い るた め ､ こ れを ｢ 自己尊重 因子+ と した ｡

因子 4 自己尊重 因子

.7 473 9 自分自身の視野を広め る

.6 411 6 自分自身の競争力を高め る

.53 25 7 大学で 日本語 の 受講が で きなか っ た場合 ､ 民間の

日本語学校で勉強する

.
482 40 新しい 知識を身に つ ける

.440 94 異な っ た文化背景の 人と接する

因子 5 は ､ ｢ 日本 の テ レビ ドラ マ や 日本 の 歌 が好きだ+ ､ ｢ 日本語 に興味がある+ ､ ｢ 日本の

マ ンガ や テ レ ビ番組 に興味がある+ ､ ｢ 自分の まわりに 日本の もの が溢れて い る+ な ど､ 日本

の ポ ピ ュ ラ ー カ ル チ ャ
ー

に関す るもの が主なの で ､ これを ｢ 日本大衆文化因子+ と した ｡
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因子 5 日本大衆文化因子

.673 87 日本の テ レ ビ ドラ マ や 日本の 歌が好きだ

.643 37 日本譜 に興味がある

.54 459 日本の マ ン ガや テ レ ビ番組 に興味が ある

.47 059 自分の まわ りに 日本 の もの が溢れて い る

.4 279 6 就職の 際 に便利 だ

.
3 709 8 出来る だけ日本語で話す ようにする

因子 6 は ､ ｢ 日本 の 企業管理 の 技術 や 日本人の 民族精神を学 ぶ+ ､ ｢ 日本 の 先進的な科学技

術 に興味がある+ ､ ｢ 日本人 の生活習慣が知りた い+ ､ ｢ 日本を旅行 した い+ な ど､

人に つ い て の内容なの で ､ こ れを ｢ 日本理解因子+ と した ｡

因子 6 日本理解因子

.6 505 1 日本の 企業管理 の技術や 日本人 の 民族精神を学ぶ

.6 64 72 日本の 先進的な科学技術に興味がある

.4 72 66 日本人の 生活習慣が知りた い

.427 10 日本で仕事を した い

.344 45 日本を旅行した い

日本や 日本

3 .
2 ス テ ッ プワイズ 回帰分析

表2 が示すよう に ､ 因子間に低 い 相関関係が見られ たた め ､ ス テ ッ プワイズ 回帰分析方法

を採用 した ｡ 動機づ けが学習成績に与える影響をみ る た め動機づ けの 六 つ の 因子を独立変

数､ 学習成績を従属変数と して回帰分析を行 っ た ｡

表 3 にあるとおり ､ 六 つ の 予測 因子の 中で ｢ 仕事因子+ だけが予測因子 と して統計的に有

意で あ っ た ｡ つ まり､ ｢ 仕事因子+ が 日本語学習の 成績に影響を及 ぼ して い る こ とにな る ｡

表 2 因子 間相関行列

ラ ベ ル 因子名 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6

日本留学志向因子 因子 1

語学学習志向因子 因子 2 0 .2 65 21

仕事因子 因子 3 0 .274 15 0 .39 703

自己尊重因子 因子 4 0 .241 82 0 .2 555 6 0 .179 23

日本大衆文化因子 因子 5 0 .21 016 0 .2 097 1 0 .26 716 0 .
1 50 22

日本理解因子 因子 6 0 .
13 28 6 0 .177 33 0 .0 469 4 0 .07 851 -0 .063 76
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表3 ス テ ッ プワイズ 回帰分析によ る 因子と学習成績との 関係

*

P < 0 .001

4 . 考察

まず､ 3 8 項 目からなる 日本語学習動機に つ い て 因子分析を行 っ た結 果 ､ ｢ 日本留学志向因

千+ ､ ｢ 語学学習志向因子+ ､ ｢仕事因子+ ､ ｢ 自己尊重因子+ ､ ｢ 日本大衆文化因子+ ､ ｢ 日本理解

因子+ が抽出さ れた ｡ G a r d n e r ら の理論か ら言 えば､ ｢ 日本留学志向因子+ ､ ｢ 語学学習志向因

千+ ､ ｢ 日本大衆文化因子+ ､ ｢ 日本理解因子+ は 目標言語や 目標言語集団に興味を示す内容 で

統合 的動機づ け､ ｢ 仕事因子+ は道具的動機づ けに分類で きる ｡
一 方､ ｢ 自己尊重 因子+ や ｢ 語学学習志向因子+ は ､ 0 Ⅹf o r d a n d S h e a ri n (19 94) の 言う

｢ エ リ ー

ト主義+ や郭' 大北 (2 001) の ｢ 自己満足因子+ と重 なる部分が多い ｡ 中国で は1 977

年に大学受験制度が 回復さ れ てか ら ､ 日本語 は外国語受験科目の ひ と つ と され てきた ｡ そ れ

に ､ 近年中国の経済の急成長や外資企業の 進出に つ れて ､ 英語や 日本語な ど外国語の できる

人材の 需要 が い っ そう高ま っ て きた ｡ 民 間企業や政府機関な どで は ､ コ ン ピ ュ ー

タ
ー

応用力

や外国語能力の 有無が職員 の評価や 昇進の 重要な条件の
一

つ と され て い る ｡ また ､ 今中国の

若者の 間で 理想な職種とされ て い る公務員や大学数貞 ､ 研 究者及び外資系企業の会社員な ど

の 職に就く には ､ 外国語が で きる こ とが条件付けられ て い る ｡ した が っ て ､ 日本語 がで きる

こ と は
､ 人材競争の激 しい 中国社会で立身出世 の重要な武器 の ひとつ と言 える ｡ こう い っ た

中国の社会状況を考えれ ば､

義+ と しても考えられ よう｡

1 . 統合的動機づけ

2 . 道具的動機づけ

3 .

エ リ
ー ト主義

｢ 語学学習志向因子+ や ｢ 自己尊重因子+ は
一

種の ｢ エ リ ー

ト主

従 っ て中国で の 動機づ け構成要素は つ ぎの ように分類で きる ｡

｢ 日本留学志向因子+ ､ ｢ 大衆文化因子+ ､ ｢ 日本理解因子+

｢仕事因子+

｢ 自己尊重 因子+ ､ ｢語学学習志向因子+

動機づ けと学習成果 との 関係をス テ ッ プワイズ 回帰分析で 分析 した結果 ､ 六 つ の因子 の 中

で ｢ 仕事因子+ だけが 日本語学習の 成績を予測する因子 である こ とが 明らか に な っ た ｡ こ れ

は ､ 中 国にお ける 日本企業の 進出状況及 び 日本語 の 経済的価値を反映して い る ｡ 現在日本

は ､ 香港 ･

マ カオ ､ ア メ リ カ に次ぐ第三 位の 中国投資国とな っ て い る ｡ ｢ 政冷経熱+ と言われ

る ほ ど日本と の 密接な経済的関係及び 日本語 が できる若者に対する需要が大きくな っ て きて

い る こ とを物語 っ て い る ｡

シ ン ガポ
ー ル 大学生を対象に した郭 ･

大北 (2 001) と異 なる結果 の
一

つ は
､ 本研究で抽出

した ｢ 日本留学志向因子+ ､ で ある ｡ こ れ は シ ン ガ ポ ー ル と 中国の 言語 的 ･ 文化的状況に よる

もの と思われる ｡ シ ン ガポ ー ル で は英語を行政用語 ･ 教育媒介語 とされて い る ため か ､ 学生
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が留学する の はその ほとん どの 場合はイギリス や ア メ リカ な ど､ 英語 を話す国である ｡ しか

し､ 中国の 大学生の 場合は 日本を選ぶ もの が多い ｡ 考えられ る理由の 1 つ は 地理的 に近 い と

い う ことと､ 中国でも 日本で も漢字が使われて い る こ と で あ ろう｡

しか し､ なぜ ｢ 日本留学志向因子+ ､ ｢ 日本大衆文化因子+ ､ ｢ 日本理解因子+ とい っ た統合

的動機づけや ｢ 自己尊重因子+ ､ ｢ 語学学習志向因子+ が日本語学習成績と統計的に有意な関

係が見られ なか っ た の か ｡ 確か に ､ 経済の 発展で
一 部 の 国民 が豊かに な っ て きた ｡ しか し､

貧富の 差が拡大､ 特に沿岸地域と農村との 間に国民 の 所得の 差が大きくな っ て い るた め ､ 物

価の 高い 日本に子 どもを留学させ る と い う こ と は多く の 父母 に と っ て は現実的なこ と で はな

い ｡ また ､ 最近冷え込ん で い る日 中両国の 政治的関係も中国人学生 の 日本留学に陰影を投げ

か けて い る ｡

もう 1 つ 考えられ る原 因は ､ 中国各地の 日本人社会や 日本人 との 交流 が少な い こ と で あ

る｡ 教室を離 れ て しまうと ､ 日本人また は 日本語 と接す る機会が ほ と ん どない ｡ ｢ 日本大衆

文化因子+ に関 して は ､ テ レ ビゲ
ー

ム ､ 漫画及 びJ - p o p な ど日本 の若者文化に接する こ と に

よ っ て芽生 えた 日本や 日本語 に対する興味が 日本語 の 上達 に は結び つ い て い な い こ とを示 し

て い る ｡ こ れ は ､ 郭 ･ 大北 (20 01) で 指摘 した ､ 日本製品 ( ハ ー ド及 びソ フ ト) を消費はす

るが 日本文化は受け入れ ない こ とを反映して い る と思わ れ る ｡ 目標言語社会 との 交流 が語学

学習継続に必要 ( G a rd n e r 19 85) だとすれ ば､
せ っ かく芽生えた 日本に対す る興味を持続さ

せ 日本語学習上達に結び つ けるた め には ､ 中国の 日本人社会､ 特に学生と同世代 の 日本人と

交流 し日本語や 日本文化 と接触の 機会を教室 の 内外で増や して い く必要が ある と思わ れ る ｡

5 . まとめ と今後の 課題

ハ ル ビ ン理工 大学の 日本語学科で 日本語を学ぶ 中国人大学生の 日本語学習 の 動機づ けを分

析 した結果､ ｢ 日本留学志 向因子+ ､ ｢ 語学学習志 向因子+ ､ ｢ 仕事因子+ ､ ｢ 自己尊重 因子+ ､

｢ 日本大衆文化因子+ ､ ｢ 日本理解因子+ と い う 6 つ の 因子が抽出され た ｡ ｢ 日本留学志向因

千+ ､ ｢ 語学学習 因子+ ､ ｢ 日本大衆文化因子+ ､ ｢ 日本理解因子+ は ｢ 統合 的動機づ け+ に､ ｢ 仕

事因子+ は ｢ 道具的動機づ け+ に ､ ｢ 自己尊重 因子+ 及 び ｢語学学習志向因子+ は ｢ エ リ
ー ト

主義+ に分類 で きる ｡ こ の結果 は シ ン ガポ
ー

ル 大学生を対象と した郭 ･ 大北 (2 001) の
一

部

と
一

致す る ｡ さ らに ｢ 仕事因子+ が日本語学習成績を予測する最大の 予測因子 である こ とが

明らか にな っ た ｡ ｢ 仕事因子+ が 日本語学習上達 に影響を与えて い る こ と は ､ 中国と日本との

密接な経済的関係及び日本企業の 進出状況をよく反映して い る と言える ｡ また統合 的動機づ

けが 日本語の 上達 に導くように なるた め には ､ 日本文化や 日本人 との 交流を教室 の内外で増

やす工夫が必要だと思 われ る ｡ 本研究の結果 の
一

部が縫部ら (19 95) ､ 成田 (1 998) と郭 ･ 大

北 (20 01) な ど先行研究と異 なるの は ､ 学習環境や学習者の 違 い によ るもの と考えられ る ｡

Elli s (1985) が指摘した ように動機づ けは学習環境に左右され るの で ､ 今後､ 学習環境と日

本語学習動機づ けや学習成果と の 関係をよ り
一 層理解するた め に い ろ い ろな地域で の 研究が

必要で ある ｡
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本研究は ､ ハ ル ビ ン理工大学で 日本語を学ぶ大学生の
一

部を対象 に した もの で ､ 特に東北

出身者が多か っ た ｡ 中国の南方各省､ 特に経済が進ん で い る東南沿海
一

帯の 学習者の場合に

は必ずしも当て はま ると は限らない ｡ したが っ て ､ 中国の 大学生 の 日本語学習動機付けをあ

きらか にするた め には ､ 他の 地域 ､ 特に東南沿岸や 西部の 大学生を対象に した研究が必要で

ある ｡ 被験者の 男女差は大きか っ た た め ､ 性差 に よ る動機づ けの 変化に つ い て は分析する こ

とが出来なか っ た ｡ こ れを今後の研究に した い ｡
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付録 : ア ンケ
ー ト調査用紙

1 . 姓名:

日清学刃向巻調査

2 . 性男[J :堕企 3 . 音曲: 4
. 年級 5 . 年 齢: 6

. 籍貫:

1 . 悠是否 同意以下学刃日清 的理 由? 結合悠自身的情況 ､ 清就毎
一

条理 由在1 -

7 之同倣出迭揮.

(1 = 些決不 同意 2 = 非常不 同意 3 = 不太同意 4 = 不知道 5 = 少杵同意 6 = 非常同意 7 = 墜決同意)

我之所以学 /1 日培 ､ 是国力:

例: 我喜親日活

1
. 方便技工作

2 .

3 . 対 日本漫画, 屯祝感共趣

4

5

6

7

8

9

便今后去日本留学

対日本科技有共趣

1 0 . 想去日本施済

l l .

1 2 . 日活近年根受攻迎

1 3 .

1 4 . 如条件允許､ 草地后我会姓鎮学刃 日活

1 5 .

1 6 .

1 7 . 学刃日本的管理蛭敏和 日本人 的精神

1 8 .
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多 謝 和 作! I

-

1 28 -

1 9

2 0

2 1

2 2

日清祈起来根伏芙

日活在生活中根有用
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